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Ver2.66.3 で追加された機能を説明します。 

 

・地図 XMLの読込、画面の範囲内を SIMA保存 

 

１、地図 XML の読込、画面の範囲内を SIMA 保存 

  少しでも処理を軽量化できないものかと、読み込んだ画面から 

 範囲内のデータを、SIMA保存を追加しました。 

 

 この画面にて、マウス操作で、拡大、移動が出来ます。 

更に今回から、基準点を〇で表示しました。 

 

 

   

 地番指定に、地番名を入力すると(Enterキー)、その画地の位置を、マゼンタ色で 

 表示します。 

  

 



この様に、必要な範囲を拡大しておきます。 

〇の基準点も、SIMAに保存されます。 

 

 

 

 

「画面の範囲内を SIMA保存」のボタンを押し、SIMAのファイル名を入力します。 

 

 

SIMA保存が完了しましたら、「終了」ボタンを押します。 

「データ管理」の「SIMA読込」で先ほど、保存した SIMAファイルを読み込みます。 



画面の範囲内が、表示されます。 

範囲内の基準点も含まれています。 

画地の構成点が範囲に含まれない場合は、開放画地になります。 

 

 

 



 

 

より簡単に、判り易く、速く処理が出来ると思います。 

 


